近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
８クール日報（２月２１日～２月２７日）
	報告日
天気
	２月２４日（土）
晴れ
	報告者
	兵庫県社協：細井
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー

	西田、森口、米田、山﨑、植野、河島、松本、井内、吉谷、細井

	（主な日程）
	8:00 七尾市文化センター着→移動
8:30 朝礼
9:20 ボラ受付
9:30 全体オリエンテーション
9:40 マッチング開始
10:40ボラ送り出し完了（おもに御祓、西湊地区）
～ ・ニーズ受付
・現地調査
・ボラ活動調整（アポ取り）　等
14:30 ボラ迎え入れ
15:00 県ボラバス見送り
	<本部以外の動き>
1 仮仮置場-七尾市美術館の開設
・10:00には設営完了
・ボランティア活動先からの廃棄物受け入れ
2 仮仮置場-中島コミセンの完全撤収
・前日に解体・分別作業済みの廃棄物を奈良市が回収
　・仮仮置場として使用していた駐車場の清掃
　・中島コミセンのホール・廊下等、施設内の清掃

	
	17:30 終礼
18:40 翌日のマッチング準備（アポとり、車両運行予定）
20:30 活動終了

	報告事項

	〇近畿ブロックの役割（前日に同じ）
〇VCの状況
［V 137名、現地調査21件（一般18件、現場系2件、キャンセル1件）ニーズ対応25件（うち完了24件、継続1件）］
・ボランティアの送り出しは順調に終了。
・天候に恵まれ、活動全体がスムーズに進んだ。ニーズ対応を終えたグループから、順次仮仮置場での分別作業を行った。
［運営上の工夫・改善等］
〇マッチングについて
・仮仮置場での分別作業にあたるボランティアの到着が、搬入開始後に。搬入・搬出とボランティアへの説明を並行して行うことは、体制的に難しい。ボランティアの出発順を調整する。
〇配車について
・配車担当は1人体制では厳しい。バディコムを本部スタッフ数名が携帯し、適宜サポートに入れる体制をとる。加えて、仮仮置場担当者もバディコムを持つようにする。
・集積場（仮置場）は2時間待ちのことも。仮仮置場からの搬出はなるべく1往復で済ませられるよう、配車の工夫が必要。
〇バディコムについて
・現在、JCのドライバーにのみ貸与。全グループへの連絡や指示を一斉に行うことができるため、車両オペレーション以外にも役立つ。

	今後の主な予定
	明日25日(日)の大きな動き
・ボランティア活動は御祓地区を中心に実施。
・仮仮置場は引き続き七尾市美術館。
・地元の地域づくり協議会が自発的に回収した災害廃棄物が、七尾市美術館に搬入される。また、日曜は焼却場が稼働しない。
　→仮仮置場内の廃棄物の増加が見込まれるため、分別作業にあたるVを増員して配置。
・環境省、奈良市、七尾市社協、七尾市、近ブロでの打ち合わせを予定。

	調整課題・所感等
	・中島コミセンの清掃に向かった際、施設が開錠されていなかった。市や市社協の調整に頼りきらず、現場レベルでの声かけ・確認を丁寧に行う必要がある。
・活動の進捗状況への天候の影響が非常に大きいと実感する。翌日の天気予報を確認したうえでのマッチング調整が必要。

	その他
	



